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〔論文審査の要旨〕 

 心理的問題にはうつ病や不安症など多くの種類があるが，それらに共通する予測要因に注目

する診断横断的アプローチはより効率的な治療につながる可能性がある。本論文は全六章から

なり，ネガティブな考えが繰り返され持続する反復思考と，それを増強させる考え続ける義務

感を共通要因とする仮説を調査データにより実証したうえで，考え続ける義務感を低減させる

治療を実施し効果を検証している。 

 

 第一章は序論であり，文献研究をもとに，診断横断的要因として反復思考に着目することを

述べた。さらに，反復思考を増悪させる要因を明らかにするために，考え続ける義務感という

メタ認知的信念（自分の認知過程をモニターして統制するメカニズム）を取り上げることを述

べた。 

 第二章の研究１は，予備的な研究である。考え続ける義務感と類似したポジティブなメタ認

知的信念というものが従来からあり，心配が有用だという考えを反映し，心配の頻度を増やす

と考えられてきたが，症状に対する予測力が低い。その理由として，ポジティブなメタ認知的

信念には，適応的な側面も混在しているという仮説をたてて大学生118名を対象に調査を行っ

た。その結果，一定の個人特性をもつ人の場合にポジティブなメタ認知的信念の適応的な効果

がみられた。この結果から，考え続ける義務感を導入する意義を示唆した。 

 第三章の研究２では，考え続ける義務感が反復思考を強めることを通じて，複数の心理的症

状を予測することを，大学生145名を対象とした調査データで示した。症状に対する予測力が

強いことが知られているネガティブなメタ認知的信念（反復思考を有害なものと考える傾向）

と比較しても，考え続ける義務感は遜色のない説明力を示した。 

 第四章の研究３では，考え続ける義務感とネガティブなメタ認知的信念の双方を取り入れ

て，大学生165名を対象とした縦断調査を行った結果，考え続ける義務感が，ネガティブなメ

タ認知的信念と反復思考を強めることを通じて，多様な心理的問題を強めることを示した。 

 第五章の研究４では，メタ認知療法という方法を，上記の知見をもとに考え続ける義務感の

低減を中核に改編し，複数の心理的問題に悩む大学生34名を対象として実施した。その結果，

比較的短期間で多くの心理的問題の症状が低減した（著者は臨床心理士の資格を保有し，心理
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療法の十分な技能がある）。 

 第六章は，総合考察である。メタ認知に着目した理論や治療を，診断横断的に応用した研究

はこれまでない。本研究では，反復思考と考え続ける義務感が診断横断的な予測力をもつこと

を示した。また，考え続ける義務感が反復思考を高めることを通じて様々な心理的症状を高め

ることを示したことによって，治療のターゲットも明らかにできた。さらに，調査研究に加え

て，実際に考え続ける義務感を低減する治療を実施することで，仮説を因果関係にまで踏み込

んで実証したとともに，臨床応用の可能性も示された。 

 

 本研究は，様々な心理的問題が悪化するメカニズムとその治療法を，考え続ける義務感と反

復思考を組み合わせて統一的に説明するという独創的かつ大胆な着想に基づいたチャレンジ

に富んだ研究である。その過程では，質問紙データを高度な統計手法で解析するなど，研究の

方法論は着実なものである。さらに，調査研究で実証されたモデルに基づいた治療の効果を示

すなど，実践的な示唆にも富んでいる。このように，理論と社会の双方にとっての意義を総合

すると，学術的貢献度の高い論文といえる。 

 

 以上，審査の結果，本論文の著者は博士（学術）の学位を授与される十分な資格があるもの

と認められる。 
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